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　　Relation　 between　 social　 functioning　 and　 neurocognitive　 test　results　 using　 the

　　　　　　　　　　　　　　 Optional　 Thinking　 Test　 in　schizophrenia

(統 合失 調症 にお ける社 会機 能 とOptional　Thinking　Testを 用 い た認 知機 能 検査 結 果 の 関係 性 にっ い て)

茅　野 分

内容の要旨

　 統 合 失闘 症 の 研 究 に お い て 、詔 知機 能 に 関 す る知 見 は 多い が 、社 会

的 陽 知 に関 す る知 見 は 少 な い。社 会 的 紹 知 の 中 で 問 題 解 決 能 力 は社 会

機 能 を発 揮 す る上 で 重 要 な能 力 で あ る。そ こ で 本 研 究 で は、問 題 解 決

能 力 の 処 理 技 能 に お け る 代 替思 考 に 焦 点 を 当 て 、露 知機 能 と社 会 機 能

との 関 係 性 を 検vtし た 。代 替 思考 は拡 散思 考 の 一 っ と考 え られ 、回 答

が限 定 しない 問 題 に よ り測 定 す る。我 々 は拡 散 思 考 の階 層 構 造 を調 べ

るた め 、Letter　FlurncyTat(Letter　 FT},Category　 Fluenry　Tat(Category

F1'),　OptionalThinltingTat(orrlを 施 行 した。　on「 は 、 現 案 的 な生

活 圖 題 にお け る代 替 案 の 測 定 尺 度 で 、これ まで に 統 合 失 闘 症 の 患 者 に

用 い られ た こ とは な い 。

　 統 合 失調 淀 思 者36名 と健 常 対 照 者zs名 に 、　Lenu　 FT,　 Category　 FI',

onを 施 行 し、 更 に 認 知 機 能 の 評 価 と し てMini-Mental　 State

Examination(bllNSE),　 Rey　Auditory　Verbal　Learning　Test(RAVLT),

Letter　Cancellation　 Tat(L(:f),　 is神 症 状 の 評 価 と し てPositive　 and

Negative　 Syndrome　 So田c(PANSS),社 会 機 能 の 評 価 と し てGlobal

AssessmentofFunctioning　 (GAF),　 Social　Functioning　 Scale　(SFS).　 Life

Assessmrnt　 Scale　fortheMentally　 111・lnterpersonal　Relations(LASMH)を

施 行 し、結 果 を両 群 岡 で 比 較 検 討 した。

　 統 合 失 闘 症 患 者 群 は 健 常 対 照 者 群 に 比 較 してMMSE,　 RAVLT,　 i　cr

(時 間},Flu㎝ 可 τ¢甑.　OTTの 得点 が 明 らか に 低ffiで あ っ た。ま た01「r

の 統 合 方 略 はLcr(正 答 数〕 と相 関 した。　OTTの 回 答 を定 性 的 に 問題

解 決 の 方 略 別 に 分 類 した と ころ 、両 群 に お い て 各 方 略 の 割 含 に 差 異 は

認 め られ な か っ た。す なわ ち 統 合 失 四 症 患 者 群 の 回答 は 、健 常対 象 者

群 と比 較 して 問 題解 決 の 方 略 に 定性 的 な 差 異 は な い もの の 、定 億的 に

は 有 意 に 少 な か った、

㎝ の ㈱ 燭,SFS　 LASMI・1な どの仕 会 朧 の 評 価 と は相 肌

な か った。01rrで 艀 価 され る 代替 思 考 は 社 会 機 能 に 反 映 す る も ので は

な く,要 素 的 な認 知 機 能 との関 係 が昭 め られ た。 先 行 研 究 にお い て 、

処 理 技 能の うち 方 法 ・目的思 考 を評 価 す るMEPS(Means・Ends　 Problem

・Solving)の 待 点 が 社 会機 能 と相 関 して い た結 果 とは 対 照 的 で あ っ た
。

今 後 は 更 に 統 合失w.症 の 問題 解 決 能 力 をm査 し.it会 機 能 を 回 蟹 す る

た め の 手段 を 考 え る必 要 性 が示 唆 され た。

諭文審査の要旨

　 本研究 では 、統 合失調症の簡題 解決能力 にお け る代替思考 へ焦 点が

当て られ.陽 知機能 と祉会機能 の関係性 が検肘 された。代替思考は知

能にお ける拡散思 考の一つで 、答 えが限定 され ない悶題に よ り測定 さ

れ る.現 実的な生 活nn題 にお け る代 替の解決 方略 を測定す る尺度 に

Optional　ThinkingTest(on)が ある。本研究で は、統含 失ftgL$36名 と

健常対照者25名 にOTT、 認 知機能の評 価 として全般的知能 、毘憶、注

意 、各(Fluencyに 関す る検査,精 神 症状の解価 としてPANSS,杜 会機

能の評価 と してGAF,　SFS,　LASM[一iの 各 スケール が絶行 され た。統合

失岡 症 群 は鑓 常 対 照群 に 比 較 して全 般 的 知能 、毘憶 、注意 、各麺

Fluencyに 関す る検査,0丁 τが 低匝で あっ た。統 合失w症 群 の0τ『は

GAF,　 SFS,　LASMI-1な どの社会樋能 と相 関せ ず、　F㎞cy　 1爲斡な どの

認知機能 と相関 し、さらに統合方略 は注意検査(正 答 数)と 椙関 して

いた。問図解決 の方略の割合 に差異 は認め られ なか った。 すなわ ち、

統合失捌症群の回 答は鍵常対照群 と比較 し、闘題解決 の方略に定性的

な差異は ない ものの、定鼠的 には有 意に少なか った。

　 審査 ではまず 対象 と して 、統合失隅症 酵が若隼、軽 症例で あるこ と

が問題 とされ た。 これ には、検査 の性質 上、研 究に同 意 して検査が 可

能な対象 と して 、老年 、重症例 は不適 当であn,長 期聞の罹病や服薬

の影響 を受 けていない者 とな った と回答 され た。しか し続合失調症 の

全体像 を考慮 した場合、状況が許す範 囲で、今 後、対象を拡大 し比較.

検討す るこ とも必 要である と指縞 され た。また健欝対照群 ついて、特

に総知機能 と01rrと の相関 も検討すべ き との指摘が なされ た。今回 は

先行研究 を踏 まえ、まず は健常 対照群 と統合 失隅症群 との差 異につい

てのみ注 目 したが 、今後 は健常対 照群 に加 え、他の精 神病疾患群 との

比較 も行いたい と回答 された。次にonの 評価 方法 として 、消極的方

略が不適切な回答 として除外 された こ とにつ いて.統 合失國症群 では

この方略を用い る場 合が少 な くない と思 われ、これが結 果に も影響 を

及 ぼ したのでは ないか との質間がな され た。これ には本 来の課題股 定

が消極的方略 を認 める ものでは な く、実際に方略数 として も多 くはな

か った ことが回答 され た。 しか し今後 は、全回答 を考慮 の上、除外 さ

れ た回答について も検討 を加 え ることが、統合失鯛症 の思考や行動の

特 徴を より明 らか にす るために は有用 であ るとの示唆 があった.統 計

につ いては、対 象や 結果の一部 、評価者 鮒償輌性な どについ て今回 と

異なった方法が提案 され 、今 後の燥題 と して指摘 された。結果に関 し、

年齢 や罹桐 期間 、神経遷断薬量 、さ らに病気の種類や 重症度 などにつ

いて も検肘ず べき との意 見が述 ぺ られ 、統計的 手法 によ る01了 の質的

な解折 も行 うべ きとの提案 がな された。

　以 上、本研究 は幾つかの検討すぺ き課題を残 しているが、統合失調

症の問層解決 能力におけ る代替思 考に焦点 を当て、昭知機 能 と祉会搬

能の関係性 にっいて確認 し、今後の治療的 介入に有益 な示唆 を与え る

点 で、臨床的 に価値 ある研 究 と評価 され た。
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